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今日のテーマ

１ 札幌市営住宅における入居者の高齢化について

２ 安否確認発生件数の増加について

３ 退去後の「家財処分」と「室内の原状復旧」について

４ 「見まもりサービス」の導入について
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１ 札幌市営住宅における入居者の高齢化について
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札幌市 統計区、年齢別人口（令和５年４月１日現在） 札幌市まちづくり政策局 住民基本台帳人口より

・札幌市の人口 ⇒ １９５万７２９１人
・６５歳以上の高齢者 ⇒ ５５万４１０５人

・札幌市における高齢化率は２８．３％（昨年より０．２％増）



・札幌市営住宅における高齢化率は５２．７４％
（前年比２．８３％増）
２人に１人が高齢者となっている
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高齢化の進んでいる団地は７１．９１％
⇒ ７割が高齢者

高齢化が進んでいない団地は２４．１４％
⇒ ５人に１人が高齢者

〔高齢化が進んでいる理由〕
・高齢単身者の応募が多い（民間賃貸住宅の入居が難しい）
・長期継続入居されている方が多い

令和５年 札幌市調査資料（札幌市都市局）

・札幌市営住宅の入居者数 ⇒ ３万９９０３人
・６５歳以上の高齢者 ⇒ ２万１０４６人



２ 安否確認発生件数の増加について

・当公社による安否確認の対応件数（Ｈ２５～Ｒ４） ⇒ ５０人→１１９人

入居者の高齢化に伴い対応件数が約２．４倍となっている

〔死亡等による退去手続〕
・通常の場合 ⇒ 親族が退去手続を行う
・親族等がいない場合 ⇒ 札幌市が職務権限で退去手続を行い、平成２９年度までは

当公社が「家財処分」や「室内の原状復旧」を実施
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３ 退去後の「家財処分」と「室内の原状復旧」について

・退去手続を行う際に、親族等が「家財処分」や「室内の原状復旧」の費用負担を拒否

・今後も高齢単身者の退去が増加⇒更なる費用の増加が予想される
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・札幌市負担で「家財処分」や「室内の原状復旧」を行わなければならない状況が増加

・家財処分⇒費用の増加（平均額：平成２７年度約３０万円→平成２９年度約４５万円）
・原状復旧⇒費用及び件数の増加（平均額：平成２７年度約５６万円→平成２９年度約７０万円）

（当公社資料）



ペットを複数飼育して、孤独死した室内を生活ゴミのみ処分した状況（消臭前）
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・７０歳台女性が単身で猫を複数飼育（臭いの苦情多数あり、指導対応を実施）

・安否確認で死亡が確認される

・室内は猫の放し飼いで糞と尿でかなり 汚損した状態で、猫の遺骸も複数あった

・家財処分前に室内に生活ゴミと遺骸、糞が４０センチくらいたまっていため、処分後の状況

・後日、家財処分と消臭を実施

⇒ 部屋の部材全てを解体し、消臭した結果 約３４０万円の費用が掛かった

（室内復旧は別途）



５ 「見まもりサービス」の導入ついて

当公社の抱える問題
・安否確認対応件数の増加
・家財処分費用・室内の原状復旧費用の負担増

入居者等の不安
・高齢で単身であることへの不安
・亡くなった時の引払いに対する不安

ホームネット㈱より「見まもっＴＥＬ」の提案を受け、運用面も含めた具体的な検討を進める

平成２８～２９年度 他都市の調査
・「生活支援サービス」や「家賃債務保証」、「葬儀の実施」、「残存家財の片づけ」等が付加された類似サービス
と比較検討を行う
・当公社が希望する「月額利用料が安い」「残家財の処分等のサービス」が付加される「見まもっＴＥＬ」が最適と
の結論に至る

平成３０年４月 「見まもっＴＥＬ」運用開始
〔導入のポイント〕
・死亡時に葬儀・家財処分・原状復旧を補完するサービスである
・利用料が安価である
・市営住宅入居者及び地域住民へのサービス向上につながる
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平成２７年度 「見まもりサービス」の導入について検討を開始
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「見まもっＴＥＬ」広報活動と加入状況

（１）広報活動

・市営住宅入居者向け広報誌「市営住宅ニュース」によるＰＲ

・当公社ＨＰによるＰＲ

・市営住宅入居説明会での周知

・市営住宅集会所でチラシ配置

・包括支援センターでの啓発（包括支援センターからの要望）

（２）加入件数（令和５年５月末）

スタンダードタイプ ２４件
ワイドタイプ ７９件
合 計 １０３件
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現在の配布チラシ「見まもっTEL プラス」
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